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1. 2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 58,503 8.6 5,314 1.3 5,462 △0.1 3,655 0.3

2025年3月期中間期 53,879 8.3 5,247 5.2 5,469 6.8 3,645 △6.4

（注）包括利益 2026年3月期中間期　　3,430百万円 （△2.8％） 2025年3月期中間期　　3,529百万円 （△9.5％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 68.30 ―

2025年3月期中間期 64.55 ―

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「１株当たり中間純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 82,165 61,734 75.1

2025年3月期 96,632 74,238 76.8

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 61,734百万円 2025年3月期 74,238百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 75.00 ― 28.00 ―

2026年3月期 ― 28.00

2026年3月期（予想） ― 28.00 56.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した
場合の2025年３月期の第２四半期末の１株当たり配当金は25円となり、年間の１株当たり配当金は53円となります。

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 119,731 7.8 11,271 3.4 11,417 0.9 8,085 0.2 152.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 64,858,690 株 2025年3月期 69,858,690 株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 12,510,454 株 2025年3月期 13,348,629 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 53,526,422 株 2025年3月期中間期 56,482,470 株

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮
定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　2026年３月期の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」については、2025年９月30日までの自己株式取得等の影響を考慮して算定しております。

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を
ご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会資料の入手方法）

　決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。

　また、決算説明会につきましては、2025年11月25日（火）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料については、
開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。
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＜　連　結　経　営　成　績　サ　マ　リ　ー　＞

金額 構成比 前年同期比

売上高 58,503百万円 100.0％ 108.6％

営業利益  5,314百万円   9.1％ 101.3％

経常利益  5,462百万円   9.3％  99.9％

親会社株主に帰属する
中間純利益  3,655百万円   6.2％ 100.3％

・売上高は４年連続で過去最高を更新し、５年連続で増収達成。

　（44か月連続で同月比過去最高売上を更新中）

・営業利益は５年連続で増益達成。

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資に持ち直

しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調を示したものの、物価上昇の継続による家計心理の

悪化や米国の通商政策の影響による景気の下振れリスクもあり、依然として先行きは不透明な状

況が続いております。

　外食業界におきましては、インバウンド需要の増加もあり、外食需要は底堅く推移したもの

の、コメをはじめとする原材料価格の高騰に加え、労働力不足の深刻化に伴う人件費の上昇、さ

らに店舗建築費・設備費の増大など、さまざまなコストの上昇が収益を下押しする状況が続いて

おり、諸物価高騰による節約志向の高まりも相まって、経営環境は引き続き厳しい局面にありま

す。

　こうした厳しい環境下において当社グループは、「快適な食空間」、「心温まる接客」、そして

「美味しい料理」をお客様に提供するという社会的使命を全うするため、人的資本への投資や、

店舗・工場設備への投資を積極的に行い、QSCレベルの一層の向上に注力するとともに、効果的な

販売促進施策を継続して実施いたしました。

　その結果、44か月連続で同月比過去最高売上を継続し、８月には創業以来の単月最高売上を更

新いたしました。当中間連結会計期間の売上高は４年連続で過去最高を更新し、５年連続で増収

を達成するとともに、営業利益についても５年連続で増益を達成いたしました。

　以下、当中間連結会計期間の主な取り組みと成果について、ご説明をいたします。

①QSCの着実な向上

「プロの技と、プロの味と、プロの誇りを。おいしい力が、未来を変える。」のスローガンの 

もと、QSCの一層の向上に向けて全社一丸となって取り組んでまいりました。

具体的には、王将アカデミーが主催する実地とオンラインの調理研修、調理知識研修及び調理

技能検定試験の実施等を継続的に積み重ねることで、調理知識や調理技術の着実な向上に努め

ました。さらに、昨年実施した餃子の改良に続き、「餃子の王将をもっと美味しく Challenge 

2025」と題して麺のリニューアルを行いました。麺に使用する卵の調合などを見直し、麺の厚

みや小麦粉の練り具合などを絶妙なバランスにすることで、コシとコクが加わり、 北海道産

の小麦の風味をより深く味わっていただけるようになりました。その上で、ラーメンスープに

良く絡み、具材に負けない存在感と食べ応えを感じることができるように、太さのある「平打

ち麺」を新開発し、既存メニューのさらなるブラッシュアップを図りました。

また、ご来店されたお客様が食事をより楽しんでいただけるよう、人にしかできないホスピタ

リティの習得を目的とした接客応対研修を実施するとともに、それを全店舗に水平展開させる

ための接客トレーナーの育成を進めてまいりました。そして清掃マニュアルを着実に実施する

ことにより、徹底した衛生管理を浸透させるとともに、店舗のリニューアルを積極的に実施す
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ることで、安心安全で快適な食空間の整備に努めてまいりました。今後も、全社を挙げてQSC

向上に向けた努力を重ねてまいります。

②効果的な販売促進施策の実施

生ビールキャンペーンを継続的に実施したほか、「2025年版ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャン

ペーン」を実施いたしました。同キャンペーンでは、お会計が税込10％割引となるプラチナ会

員を新たに導入したこともあり、ぎょうざ倶楽部会員数は過去最高を更新する132万名となり

ました。６月27日からは、「2026年版ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャンペーン」を開始し、キ

ャンペーン景品には、昨年好評だった“王将用語”のルビ入りマイボトルとお揃いのデザイン

の「保温・保冷スープジャー」が入ったセットや、人気メニューのイラストをあしらったオリ

ジナルグッズを取り揃えており好評を博しています。

また、毎年大人気の期間限定メニューである「冷し中華」「辛い!冷し中華」をさらに美味しく

リニューアルし、「冷し中華×餃子フェア」と題し、熱々ジューシーな餃子との組み合わせを

訴求したほか、「人生においしい力を」をコンセプトとしたテレビCMに各種キャンペーンのぶ

ら下がり告知を加えて放送するなど、さらに多くのお客様に王将ファンになっていただけるよ

うプロモーションを推進いたしました。

③投資の拡大

ア．人的資本への投資

当社は「人が価値を創る会社」として、人材育成を重視しており、前述の研修をはじめとした

各種研修プログラムやeラーニングなど、幅広く学べる機会を全従業員に提供しています。

また、2025年度の月例給改定においては、労働組合からの要求を上回る一人当たり平均30,139 

円の賃上げを実施（賃上げ率8.2％）いたしました。これにより３年連続でのベースアップと

定期昇給となり、直近３年間の賃上げ率は約29％となりました。こうした継続的な賃上げとと

もに、将来を見据えた人材を積極的に確保していくために初任給の引き上げも併せて行い、大

卒の新卒初任給を21,500円引き上げて300,000円といたしました。さらに、好調な業績に貢献

した全従業員に報いるため、2025年夏期賞与では、賞与テーブル100％水準をベースに、さら

に10％分を加算し、労働組合からの要求を上回る支給を行いました。加えて、当社の持続的な

業績向上と価値創造への貢献意欲を高めることを目的として、当社全社員に対し、総額７億円

を超える譲渡制限付株式を交付することを決議し、さらに従業員持株会への奨励金割合を拠出

額の５％から20％へと大幅に引き上げるなど、従業員の資産形成にもつながる人的資本への投

資を積極的に実施いたしました。

イ．設備投資

工場におきましては、徹底した安心・安全を担保するため、主力工場である久御山工場と東松

山工場において、異物を自動で検出・除去できる最新の異物選別機の導入を行いました。さら

には、九州工場の餃子の製造ラインを最新設備に更新し、餃子の品質と生産能力の向上、材料

ロスの削減、及び省人化を図りました。

新規出店におきましては、首都圏への積極展開を進める予定で、すでに約300カ所の出店可能

立地を精査しております。

当中間連結会計期間において、2025年５月に前述の出店可能立地への出店となる「亀戸店」、

９月に「阪神尼崎店」をオープンいたしました。

「亀戸店」はJR総武線亀戸駅より徒歩３分圏内の亀戸十三間通り商店街沿いのビルイン店舗

で、昼夜を問わず、駅や商店街の利用者及び近隣住民の集客が見込める立地となります。

開店後は想定以上に多数のご来店があり、好調に推移しております。

「阪神尼崎店」は約47年間の営業実績をもつ店舗をリロケートした店舗となります。

旧店舗はワンフロア約12坪３階建の狭小物件でしたが、新店舗は１階ワンフロア70坪と格段に

広くなり、客席数も43席増加となりました。また、ブランドイメージ向上を図った内外装にし

たことや、駐輪スペースを確保したことなどもあり、開店以来、従来の客層に加え、ファミリ

ー層やシニア層など幅広い年代のお客様にご利用いただいております。

ウ．DX投資

DX推進のための投資として、IT基盤の最適化に着手しており、ホストシステムの刷新や基幹シ

ステムの見直しを進めております。また、昨年、直営全店に導入した「テイクアウトネット予
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約システム」をFC加盟店にも順次導入するとともに、公式スマホアプリとの連携により、事前

決済時にぎょうざ倶楽部会員の割引機能を追加するなど、さらなる利便性の向上を図ってまい

りました。今後もスマホアプリ等を活用した、お客様にとって利便性の高いサービスを展開し

ていくとともに、生産性向上に資するDX投資を積極的に行ってまいります。

なお、ITに関する専門的な知識と経験を有し、客観的な評価や見立てのできる社外の有識者２

名を構成員に加えた「IT 有識者会議」を取締役会の諮問機関として新たに設置し、当社にお

けるシステム投資の最適化およびイノベーションの実現に向けた体制構築を図りました。この

体制整備により、さらに積極的なDX投資を推進してまいります。

④サステナビリティの推進

当社では、コロナの長期化や物価上昇等による子ども達をめぐる生活環境の悪化に伴い、2021

年の夏休みから春夏冬の学校の休み期間に合わせて、全国の子ども食堂等に対して、餃子や鶏

の唐揚の入った「お子様弁当」の無償提供を実施しております。13回目となる本年夏休み期間

の提供数は、初回の2021年夏休み期間の３万２千食に対し、15万食超と約５倍となり、累計で

100万食、金額にして３億円に達しました。この活動にご参加いただいた子ども食堂等の団体

数も、当初の377団体から1,988団体まで拡大しており、当社店舗が少ない地域などでは、子ど

も達が当社の餃子を初めて知る機会にもなっています。

また、2025年４月には新たに導入したキッチンカーを石川県七尾市能登島へ派遣して、被災し

た子ども達に出来たての野菜煮込みラーメンと餃子を提供いたしました。キッチンカーの機動

力を活かして、美味しい料理を、ご来店が困難な方達を含め、より多くの人に届ける取り組み

を進めてまいります。

気候変動の問題では、気候変動に関する情報開示を目的にした国際組織であるTCFDの提言に基

づき、GHG排出量削減につながる設備の更新等を行うとともに、2024年度の事業活動における

CO₂排出量（Scope1，2）及びサプライチェーンにおけるCO₂排出量（Scope３）の算定を行い、

売上高当たりのCO₂排出量が前年度比で減少していることを確認いたしました。

今後もサステナビリティを重視した経営を遂行し、当社の経営理念「お客様から褒められる店

創り」を追求することで、企業価値の向上はもとより、持続可能な社会形成の実現を目指して

まいります。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は、2022年２月から44か月連続で同月比過去

最高売上を達成し、前年同期に比べて46億24百万円（8.6％）の増収で、過去最高となる585億３

百万円となりました。

　営業利益は、原材料の高騰や人件費の上昇等があったものの、増収効果等により、前年同期に

比べて67百万円（1.3％）の増益で、５年連続の増益となる53億14百万円となりました。

　経常利益は、前年同期に臨時的な保険金収入等があった影響で、前年同期に比べて７百万円

（0.1％）の減益で54億62百万円となりました。

　親会社株主に帰属する中間純利益は、受取立退料収入があったため増益に転じ、前年同期に比

べて10百万円（0.3％）の増益となりました。

　当中間連結会計期間の店舗展開の状況につきましては、直営店１店、FC加盟店３店の新規出

店、直営店２店、FC加盟店４店の閉店を行っております。これにより当中間連結会計期間末店舗

数は、直営店550店、FC加盟店176店となり、合計店舗数は726店となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当社は、株主還元の更なる強化、及び資本効率の向上を図るため、2025年５月に自己株式4,200

千株を144億90百万円で取得するとともに、自己株式5,000千株の消却を実施いたしました。その結

果、現金及び預金と利益剰余金等が圧縮され、総資産及び純資産が前連結会計年度末に比べて大き

く減少いたしております。

（資産の部）

　当中間連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ144億67百万円

（15.0％）減少し、821億65百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ145億80百万円（33.8％）減少し、285億11百万円とな

りました。主な要因は現金及び預金の減少等であります。
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　固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億13百万円（0.2％）増加し、536億53百万円となり

ました。主な要因は建物及び構築物の増加等であります。

（負債の部）

　当中間連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ19億63百万円

（8.8％）減少し、204億30百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ９億63百万円（6.0％）減少し、150億48百万円となり

ました。主な要因は買掛金の減少等であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ10億円（15.7％）減少し、53億82百万円となりまし

た。主な要因は長期借入金の減少等であります。なお、借入金の残高は40億円となりました。

（純資産の部）

　当中間連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ125億３百万円

（16.8％）減少し、617億34百万円となりました。主な要因は自己株式の取得144億90百万円に

よる減少等であります。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度の76.8％から75.1％と

なりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ144億36百万円減少し、236億83百万円となりました。

　当中間連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べて２億60百万円（5.6％）増加し、48億87百

万円となりました。主な要因は売上債権の減少であります。

　営業活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、税金等調整前中間純利益54億92百万円に

減価償却費15億63百万円を加えた額から法人税等の支払額17億８百万円等を減じた額でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて80百万円（3.4％）減少し、22億62百万円

となりました。主な要因は差入保証金の差入による支出の減少であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、有形固定資産の取得による支出20億88百

万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて146億59百万円（607.4％）増加し、170億

72百万円となりました。主な要因は自己株式の取得による支出の増加であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、長期借入金の返済による支出10億円、自

己株式の取得による支出144億90百万円及び配当金の支払額15億82百万円によるものでありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2025年５月15日の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました

通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,120 23,683

売掛金 3,508 2,949

商品及び製品 152 173

原材料 519 621

その他 794 1,087

貸倒引当金 △2 △4

流動資産合計 43,092 28,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 62,530 63,474

減価償却累計額 △47,135 △47,837

建物及び構築物（純額） 15,394 15,636

機械装置及び運搬具 7,282 7,467

減価償却累計額 △5,512 △5,665

機械装置及び運搬具（純額） 1,769 1,802

工具、器具及び備品 8,389 8,788

減価償却累計額 △5,933 △6,252

工具、器具及び備品（純額） 2,455 2,536

土地 19,902 19,902

建設仮勘定 73 4

有形固定資産合計 39,596 39,882

無形固定資産 318 404

投資その他の資産

投資有価証券 4,894 4,718

差入保証金 4,705 4,665

その他 4,040 3,996

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 13,626 13,366

固定資産合計 53,540 53,653

資産合計 96,632 82,165

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,087 2,923

１年内返済予定の長期借入金 2,000 2,000

未払法人税等 2,002 1,958

賞与引当金 1,065 1,113

その他 7,855 7,053

流動負債合計 16,011 15,048

固定負債

長期借入金 3,000 2,000

資産除去債務 2,566 2,578

その他 816 803

固定負債合計 6,383 5,382

負債合計 22,394 20,430

純資産の部

株主資本

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,562 9,110

利益剰余金 66,344 61,816

自己株式 △10,556 △17,855

株主資本合計 73,516 61,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,817 2,697

土地再評価差額金 △2,540 △2,540

為替換算調整勘定 7 17

退職給付に係る調整累計額 437 322

その他の包括利益累計額合計 721 495

純資産合計 74,238 61,734

負債純資産合計 96,632 82,165

- 7 -

株式会社王将フードサービス（9936）2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 53,879 58,503

売上原価 16,925 18,926

売上総利益 36,953 39,577

販売費及び一般管理費 31,706 34,262

営業利益 5,247 5,314

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 71 87

ＦＣ加盟料 55 51

受取地代家賃 29 23

受取機器使用料 55 66

雑収入 124 70

営業外収益合計 336 303

営業外費用

支払利息 16 22

賃貸費用 45 64

子ども食堂食事支援費用 38 52

雑損失 14 15

営業外費用合計 114 155

経常利益 5,469 5,462

特別利益

固定資産売却益 － 2

受取立退料 － 120

特別利益合計 － 123

特別損失

固定資産除却損 33 86

減損損失 5 7

特別損失合計 39 93

税金等調整前中間純利益 5,430 5,492

法人税、住民税及び事業税 1,637 1,667

法人税等調整額 147 169

法人税等合計 1,785 1,836

中間純利益 3,645 3,655

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 3,645 3,655

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 3,645 3,655

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15 △120

為替換算調整勘定 5 10

退職給付に係る調整額 △137 △115

その他の包括利益合計 △116 △225

中間包括利益 3,529 3,430

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,529 3,430

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）

- 9 -

株式会社王将フードサービス（9936）2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 5,430 5,492

減価償却費 1,492 1,563

減損損失 5 7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 1

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △224 △194

受取利息及び受取配当金 △72 △90

支払利息 16 22

受取立退料 － △120

固定資産売却損益（△は益） － △2

固定資産除却損 33 86

売上債権の増減額（△は増加） 159 559

棚卸資産の増減額（△は増加） △68 △123

仕入債務の増減額（△は減少） △128 △164

未払消費税等の増減額（△は減少） △400 △62

その他 △33 △566

小計 6,211 6,408

利息及び配当金の受取額 72 90

利息の支払額 △16 △24

立退料の受取額 － 120

法人税等の支払額 △1,639 △1,708

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,627 4,887

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,106 △2,088

有形固定資産の売却による収入 － 2

貸付けによる支出 △19 －

貸付金の回収による収入 23 5

差入保証金の差入による支出 △69 △16

その他 △171 △164

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,342 △2,262

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,000 △1,000

自己株式の取得による支出 △1 △14,490

配当金の支払額 △1,411 △1,582

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,413 △17,072

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124 △14,436

現金及び現金同等物の期首残高 36,296 38,120

現金及び現金同等物の中間期末残高 36,172 23,683

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、中華事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2025年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式4,200千株の取得を行いまし

た。この結果、当中間連結会計期間において、自己株式が14,490百万円増加しております。

（自己株式の消却）

当社は、2025年５月15日開催の取締役会決議に基づき、2025年５月30日付で自己株式5,000千株

の消却を行いました。この結果、当中間連結会計期間において、資本剰余金が535百万円、利益剰

余金が6,601百万円及び自己株式が7,136百万円それぞれ減少しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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